
平成２３年６月第８回教育委員会定例会 
 
 
【日 時】平成２３年６月２８日（火）午後１時３０分～午後４時１５分 

【場 所】北栄町役場大栄庁舎 第２・３会議室 

【出席者】吉田助三郎委員長・河本恒夫委員長職務代理者・斎尾暁美委員・磯江典子委員・

岩垣教育長・田中教育総務課長、西村生涯学習課長・桑本指導主事・大庭教育

総務課係長 

【議事日程】 

１ 会議録署名委員の指名  齋尾委員、磯江委員を指名 

２ 行政報告 

   教育長 

    ・６月９日～１７日平成２３年６月北栄町議会一般質問について 

・５月１２日文部科学省会計検査について 

・６月８日厚生労働省会計検査について 

・６月８日中学校教科書採択委員会について 

・６月１４日図書館「滋賀県湖南市」コーナーの設置について 

    ・６月１５日とりプロ事業 飯島教授の指導について 

    ・小中学校児童生徒保護者のＤＶ対応について 

（質問）中学校教科書採択に係る陳情の趣旨がよくわからない。また、団体もよ

くわからない。歴史の内容をきちんと審査決定せよということか。 

（回答）中学校教科書の採択方法については、県中部地区で統一した教科書を採

用することから教育委員会で審議決定する前に中部地区教育委員会で組織

する採択協議会で審議し、その意見を踏まえて教育委員会で審議決定する

ことから、採択協議会に対し公正かつ適正な教科書採択の要望、教育委員

会には、審査する教育委員等に対する法令等の内容周知と法令内容に最も

適した教科書の採択を要望されているものと考える。団体は承知していな

い。 

（意見）議会が陳情を採択されたことが重要と考える。陳情を提出する者は自由

に提出ができ、今回、議会が採択したということに意味がある。 

（質問）教科書はいろいろサンプルがあるが公開されているのか。 

（回答）審議するときにも見てもらうが、公開されている。 

（説明）教科書の内容については、採択協議会調査員に内容を調査することとし

ている。鳥取県では、教科書は地区調整方式を取っており中部地区で統一

する必要がある。仮に北栄町のみ違った教科書を採択した場合は、８月２

３日に中部地区で調整することとなる。なお、採択委員会は８月２２日（月）

に開催する予定である。 

（意見）７月４日、９時３０分から１０時１５分に滋賀県湖南市の関係者が訪

問される。多く方の列席をお願いしたい。 

教育総務課長 

    ・北条中学校・大栄中学校臨時休校について 

    ・（財）竹歳敏夫奨学育英会について 



・同日公開参観日の実施について 

・教育シンポジウムについて 

・計画訪問の実施について 

・準要保護者の面談について 

・学校行事ついて 

    （意見）シンポジウムは教員の参加者が多かった。一人に１時間ずつ発表してい

ただいても良かったものだった。パネラーの選定も良かった。 

    （回答）参観者は１１０人であった。周知の点が実施における反省点である。 

   生涯学習課長 

    ・第２４回すいか・ながいも健康マラソン大会の参加申込者数について 

    ・「人権擁護委員の日」街頭啓発活動の実施について 

    ・平成２３年度第１回社会教育委員会・公民館運営審議会について 

    ・中部地区少年少女のつどいの開催について 

    ・厚生労働省の会計検査について 

    ・滋賀県湖南市との友好交流協定に伴う図書館交流コーナーの設置について 

    ・第１回北栄町人権同和教育地区推進会議について 

    ・北栄町隣保館運営審議会兼北栄町児童館運営委員会について 

・北栄町すいか・ながいも健康マラソン大会実行委員会について 

・北条歴史民俗資料館企画展「光風 ～風景写真と灯りのハーモニー～」につ 

     いて 

・鳥取県部落解放月間について 

・工事等の発注について 

    （質問）民芸実習館は利用者が固定されているのか。 

    （回答）１階は陶芸、２階は油絵となっている。文化団体で協議してもらう。 

    （質問）会計検査はたまたま当たったのか。 

    （回答）会計検査院からあらかじめ指定された。 

    （質問）委員長はマラソン大会の役員か。 

    （回答）来賓である。スターターとプレゼンターをお願いしたい。 

３ 議事 

議案第５４号 北栄町要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

（質問）不認定の整合性はあるのか。 

（回答）統一した基準の中で判断した。 

（質問）継続を含めすべての申請者に面談をしたのか。議会から基準を緩和して

はとの意見があったが、変更はあったのか。 

（回答）他町と違い最新の所得により、すべての者に面談を行い審査した。審査

は統一の基準で行った。 

（質問）昨年との状況の比較はどうか。 

（回答）資料に示したとおりであるが、景気の動静があるが、増加の傾向はみら

れない。 

原案のとおり承認。 

４ 協議事項 

  ・音田教育振興基金 高等学校入学準備費給付金交付事業（案）について 



    （質問）給付決定の通知はいつか。 

    （回答）３月の合格発表を待ってから行う。 

    （質問）経済的な理由による給付や奨学金はどこにでもある。この基準で行けば

準要保護世帯が対象となるのではないか。それ以外の世帯が申請できない

のではないか。 

    （回答）音田さんの意向としては、自分が若いころ経済的な理由により勉学をす

ることが困難であったために、今の子どもたちのために寄附をしたもので

ある。基準としては町民税非課税世帯、または、病気等により就労ができ

なく収入が著しく少ない方への支援を想定している。方向性としては毎年

度６名を予定しているが、申請が多かった場合には補正予算で増額し対応

することとしている。 

    （意見）校長が推薦するなどはできないか。 

    （回答）校長が推薦することはできない。本人の申請としたい。その審査の中で

生徒の勉学や生活の状況等について意見をいただくこととしている。 

    （意見）音田さんの意向を十分反映した制度とすること。 

    （回答）今回の委員会の協議を踏まえて町長協議を行う。 

  ・教育委員先進事例視察研修について 

    （意見）教育委員会の学校教育等へのかかわりについて研修したい。学校につい

ては専門性がありついていけない面がある。 

    （意見）研修機会が少ないので他の先進教育委員会の状況を研修したい。特に教

育委員会からのアプローチを研修したい。 

    （意見）教育委員会としてどういう場面まで学校に関われるか田の教育委員会の

事例を研修したい。 

    （意見）仙台市と大学との交流などもあるが、市部は人口規模が違う。出た意見

を踏まえて事務局で検討してほしい。 

５ 報告事項 

  ・平成２３年６月北栄町議会定例会について 

  ・議会陳情採択案件について 

   （意見）学校給食の民営化については、経過を定期的に報告すること。各委員にお

いても十分把握しておいてほしい。 

   （回答）今現在情報を収集している状況である。倉吉市は民営化ありきで取り組ま

れている。北栄町は民間委託と直営を比較したうえで決定する。直営もあり

得る。 

   （質問）結論はいつ出るのか。 

   （回答）期間は決まっていない。業者選定、意見募集等スケジュールを考えると平

成２４年度にはできない。意見募集等のスケジュールには６カ月程度かかる。 

   （意見）情報収集から予算要求を考えると平成２５年度以降となると考えられる。 

   （回答）平成２４年４月から実施したかったが、統合後、給食業務に慣れていない

こともあり、情報が十分得られていない。こんご、通年での情報収集をした

い。 

  ・北条小学校みどり西子ども会通学路の変更について 

  ・教育シンポジウムについて 



   （質問）教育シンポジウムの要旨は公表するのか。 

   （回答）町報には写真と各先生の発表の要点を掲載する予定。また、県のメールマ

ガジンでも発信する。チラシにより配布できたらと考えている。 

   （意見）今回の内容が活用できる方法を考えてほしい。第２弾があってもいい。 

   （回答）すぐ取り組めることを発表されていた。アンケートにも表れていた。 

・各小中学校授業研究会について 

 （質問）授業研究の成果のまとめは後期か。来年度に向かっているか。 

 （回答）１年間をとおして講師に来てもらうのは、当初に方向性を付け、その後に

成果をまとめ、来年度につなげていくもの。 

 （意見）町民に分かるようにしてほしい。 

 （質問）補佐員の教科が書いていないが教科を書くべきではないか。 

 （回答）免許の保有については問うが、教職員ではなく、直接的な指導はしない。 

 （意見）講師の指導を校長・教頭がもっとすべきである。できていないと感じた。 

 （回答）講師が多いこともあるのかもしれない。指導したい。 

  ・キャリア教育について 

   （質問）キャリア教育は昔から文部科学省が示していたのか。 

   （回答）平成１１年頃から示されていた。 

  ・鳥取県市町村教育委員会研究協議会について 

  ・全国学力状況調査について 

   （説明）国は東日本大震災を受け実施を見合わせた。作成した問題用紙の配布を行

う。配布は毎年度実施されている。 

       県は「○・×」の委託までの経費は負担する。分析の経費は市町村負担と

示している。 

       校長の意見としては、１学期の内容が問題に入っていない、１１月末の業

者集計となるため指導に役立たない、正答率は出るが比較できる難易度、客

観的なデータがない。他の調査もある。このことから実施はしないと考えて

いる。問題冊子はホームページで取得は可能である。 

６ その他 

  ・第２４回すいか・ながいも健康マラソン大会について 

  ・北栄町人権教育講演会について 

  ・第５６回東伯郡民体育大会について 

  ・平成２３年度教育懇話会について 

   

・次回教育委員会 定例会 ７月２９日（金曜日） 午後１時３０分予定 


